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キスジラクダムシMongoloraphidia (Japanoraphidia) harmandi（Navás, 1909）の卵に
ついて（昆虫綱・脈翅目・ラクダムシ亜目）
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　完全変態類の目間の系統関係は、Antliophora内の議論
はいまだあるものの、「膜翅目＋《Neuropteroidea｛＝脈
翅目＋Coleopterida（＝鞘翅目＋ネジレバネ目）｝＋
Mecopterida【＝Amphiesmenoptera（＝毛翅目＋鱗翅目）
＋Antliophora｛＝双翅目＋（長翅目＋ノミ目）｝】》」と定
まりつつある（Misof et al., 2014; Beutel et al., 2014）。
　また、脈翅目と Coelopterida からなるクレード
Neuropteroideaに関しては、脈翅目は「ラクダムシ亜目
＋（広翅亜目＋扁翅亜目）」、鞘翅目も「始原亜目＋｛食
肉亜目＋（粘食亜目＋多食亜目）｝」と系統学的に理解さ
れるようになってきた（Friedrich et al., 2009; Misof et al., 
2014）。現在、両目の原始系統群とされている、ラクダ
ムシ亜目と始原亜目を比較発生の観点から検討してい
る。そして、両亜目の卵は、形態、特に卵前極に卵門突
起が存在する点で、極めて類似していることが分かり、
これは Neuropteroideaの派生的グラウンドプランではな
いかと考えた。
　胚発生過程に関してみてみると、原始系統群であるラ
クダムシ亜目（ラクダムシ科）も含め、脈翅目は卵表層
で進行する、完全変態類に一般的な長胚型胚発生を行な
う。また、鞘翅目に関しても、原始的な食肉亜目
（Komatsu and Kobayashi, 2012; Kobayashi et al., 2013）もそ
うであることから、脈翅目と同様の胚発生の一般化が可
能なようである。このような理解の中、鞘翅目の最原始
系統群の可能性が高い始原亜目をみたところ、
intertrepsis期で胚が卵中央に定位することが明らかとな
り、この胚発生様式は同亜目の固有派生形質であると考
えた（小嶋・町田，第 52 回日本節足動物発生学会大会）。
　ラクダムシ亜目にはラクダムシ科とキスジラクダムシ
科の 2科 2種が知られている。日本には前者のラクダム
シ Inocellia japonica Okamoto, 1917 が普通種、後者の希少
種キスジラクダムシ Mongoloraphidia（Japanoraphidia）

harmandi（Navás, 1909）が生息する。今までのラクダム
シ亜目の発生学的知見は前者のラクダムシから得られた
ものであったが、今回、後者のキスジラクダムシ雌 1個
体を信州大学の東城幸治教授からいただき、卵を得るこ
とができた。限られた数の卵ではあったが、それらを観
察したところ、intertrepsis期において、鞘翅目始原亜目
に似た、胚の深い沈み込みが観察されたので、報告する。
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